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　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．”

　　　　1・ゴ ム グ 噸 C・t・・ii螂 は頗 る變異殴に 富む一團で 、殊 に 乃 ・齠 轟f・・ 属 に於 て は 此 の 傾 向
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’ 　　　　　　　　　　　　i

　　　　が 特 に著 しく， 古來多 くの 學者に依 り研究せ られ つ S も分類學 的誤謬が繰返 され ，今 日も伺極

　　　　通糧 の 正 確なる種名ρ決定 に さ へ 苦 しん で 居る現撒で あ る 。 此 の 點 に 鑑み ， 筆者 は庇の 一團に

　　　　普關して 若午の 調査 を試みた の で ， 此處 に そ の 一端を公 に す る 次第で あ る。

　、　　 小稿を草ずるに當 b ， 御融導 と御校閲の 勞を取 られ た農學博 士石井悌先生 ，並 び に 材料の 御

　　　　提供に與つ た荒木東次氏及其他 の 各位 に 萬腔 の 謝意を衷す る。
L　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 黜
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「
　　　　 1． 汎稱的意味に於ける Protaetia屬

L 　 　 本稿に謂ふ
．’P・t・。t・・ti… ．は從來 の 分類標式 鯲 ける小範圍 の ．乃 ・ntitε・・

”

で は な く， 1913 年

　　　　ARBowi ）

氏 の 揖唱 せ る汎稱的Q 乃 0鰡 亀 即 ち Petosia　MULSANr ，　L‘oco伽 丁 正工OIISONs 」PyrOpaotosiα

　　　　RELT　iER，．乃 Ofαθ齣 BURIIEISTER， ．の 4 鸛を打つ て 一丸 と した屬で あ る：

　・　　 蓋 し從來 の 分類は餘 りに JORD，“NONIr 、的 に過ぎ て 實際には反 つ て 分類學 的秩序 を混亂す る

　　　　樣な傾向が あつ た。例 へ ば雄性 の み に 遖坿せ られ る べ き特徴 を以 て （例へ ば LiocolcGの 特徴
　　　　　　　　　　レ
　　　　と して 雄の 腹部縱溝を擧げる が 如 き）， その 屬の 唯一の 特異憧と な すが 如 きは ， そ の 雌 の 隷す

　　　　べ き屬 の 決定に 困難 を來し ， 貿際問題と して は愛當匪を缺 V ・て ゐ る樣に 思は れる。

IL 　Protaetia 屬に就し、 て

　　　　（｝βnus 　Pratqetia 　Bum ±tEtStrER 、シ ラ ホ シ ハ ナ ム グ，り矚
2）

　　　　　P ・
’
・鰄 ・ BU跚 一 ・H ・・ db・ E ・t・・ III・ P・472．（1842）； S− K ・・… ，．　C ・1・C鴫 耳

XII
，　P・251

　　　　　　（1921）　　
『
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　 ＝ Eu ，nim
’imetiea　l（RAATz ，　Deutsche　Ent，　Zeitscbr，， ？（XV ，　p．264 （18Sl）（Iars ）　　　　

1

　　　　　− P・ ecileph … C・　KRAATz ，　P・gtsch ・ Ent 　Z ・it・chr ，
，
　p・　28：） （1895） ・　 　 　

’

・

　　　　　 ＝Protcvecia　REITrER
，
　Best．．工ab ．

，
　XXXVIII

，
　pp．26

，
44 （1898）　　 t．、

　　　　　 ＝p ）
dotaedinph

αna 耳ELLv 　Abh ．　Mu8 。　Drescen，　VI ， 11r．3 （1896）
・
　 − Pscud “nthede・ph ・・a　KRAA ・

’
zl・De ・t・che 　Ent・Z・it・c］・r・

・ P・1。7 （・898）；ARR ・ w
，　A ・in ・1’rfig．’Nat・

“
　　　　　 HisL ， （8）ガ

XII
，
　p．406 （1913）

　　　　　　1＞
1A

皿 n ．　Mag ．　Nat．　Hist・．（8）．　XI 工，
　P．406， （1913）

　
「
　　　　 2）

’

本屬 は 從來 ハ イ イ ロ ハ ナ ム グ リ屬 と呼 稱 せ られ て ゐ た が ，
4 屬合併の 結果 ， 之 を シ ヲ ホ シ ハ ナ ム

　　　　
1
グ リ屬 に 改 稱 し た。　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 星

，

s
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一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

o

76 昆 蟲 ・第 15 卷 第 2 號
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＝ヱ］iocola　THo5 【呂o 罵
，　Skand，　qolり 1，　p．77 （1859）

＝Potosts　MuLsA ｝iT，　Co1・France， 1温 me 董L，　Ed ，2
，
　P ，669 （1871）

＝Pyrepatosiα REITTER
，
　Ves1L．　Nat ．　ver ．　B珮 nn

，
　XXXvl1 ，

　pp − 44， 63 （1898）；新島・木下 ， 北 大

　農學部演習林研 多匕報告　II， 2，　p．　176　（1923）　・

　　CetOnia属 に酷似す るが ，

一般 に よ り大 型で ， 中胸突起は扁手 ， 前端は 巾廣 い 。頭部は長方形

　に して 側縁 よ り前縁に か け て 輕 く上反す る 。 前 胸脊は側縁の 略申央 に て 稍角歌 をなし， 前方 に

て 急 に狹 津ヅ そ の 後縁 は鮴 板 の 前 たて 矢 筈形 e 呈 し ，
・・P央 に 極 め て eXrc側灘 密に 黜刻 を

　裝 ふ 。 前胸 脊は一般に 若干 の 白斑 を有す る。稜羝板 は録 3 角形 に して そ の 先端 は尖 らす ， 亦

點刻 を缺 く。翅鞘は側縁 に 於 て 暴部近 く轡 曲櫃 の 切込 を有す る。2 條 の 縱隆線は明瞭。會合

線 の 爾側の 先端に 迸 く凹陷部 を有 し，此 の 部分 の 點 刻は殊 に密で ある 。翅鞘は中央 に疎 に ， 側

縁 に近 く網 目状 に 點刻 を装 V・；若干 の 白斑 を有す る。背面 は一般 に毛を有せ す，準滑に して 光
i

澤を現 はす。尾節板は略 9 角形乃 至孚圓形 ， 網 目歌 の 點 刻 あ り， 先端に 毛 を有す る 。 普通 雄

の 知 し躑 黼 く隆織 雌の 知 ・瞰 但抄 し 催 む・ 前麟 外蠍 通常 3．飩 轡騒 に は

　2 筒 の 端棘を有す る
。 腿節及 脛節に黄褐色 の 毛 を用する 。

弔
q

　　　　　
「

、　 ．　　　　 III． 日本産 Prot αetia 屬の 諸種
’

　日本産 Pti’otntetia の 純 を年代順 に 示せ ば ， 次6如 くで あ る。．尤 も記載 の
es

印 を附 した もの

は産 否 の 甚だ疑 しい 種で ，本稿 に は之 を省 く事 と した 。

1．　　ゴ党‘呂Cff　HERBST 　　　　　　　　　　　
凾

％ 2． 卿 εo吻 冶叩 SWAR 皿

3．　 o幅θ，｝fα痘s
．GORS’et　PERCHEROY．

sc’4．　 fe7・7’uginea 　G ・RY 　et　PERcHER6N

瓶 9 ・曲 ゴ EyD・vx ．

6．．1θ湎 H 、田 OLD ．

7．　 肋・evitar，“is　 LE 、叮 臼

8．　力忍理〕erata　LE、Vls
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

9．　 C 己eltα 　、V」、TERHOUSE

ユ0．fomeliecu　 JANSON

　　 subsp ．　aso｝bte？
’
e ，占昌舶

・
王【EYDEN

『

11．　1〕，
’
yeo

’i　J△N 呂o瓦

12．　 le・iV
’
isi　 JAtsrBo．y

工3． ei〜・‘‘Sl）erata 　FAIR ハrAIRn
　　　　　　　　　　　 t／
14． お1吻融 諭 R 、IRM ，蒐IRE

15．　ノ仞
・
ηじ03α｝協 　MosER

16一 言，轟α廝 晦 MOS 皿

17・ Spino ＄a 　MOSER ，　　　 ド

19． pawpmcoieig．］es　MAT 呂uMURA

19．　cαt‘zphr αctα ARRow

圏

、

ハ イ イ ロ ハ ナ ム グ リ （改稱〉

ミ ド リハ ナ ム グ リ

シ 卩 デ
．
ン ハ ナ ム

’
グ リ （改稱）

「

ア カ〉、 ナ ム グ リ

グ エ リ ン 〉、 ナ ム グ リ

キ 白 ウ ト
「
ア ヲ ハ ナ ム グ リ

「
シ ラ ホ シ ハ ナ ム グ リ

ム ラ サ キ オ ホ ハ ナ ム グ リ

カ バ イ ロ ハ ナ ム グ リ

シ ナ ハ ナ ム グ リ

リ ウ キ ウ ハ ナ ム グ リ
　　　　　　　　 r

オ ホ リ ウ キ ウハ ナ ム グ リ

オ ホ シ マ ハ ナ ム グ リ

イ シ ガ キ ハ ナ ム グ リ

タ イ ワ ン シ ラ ホ シ ハ ナ ム グ リ

タ イ ワ ン シ ロ テ ン ハ ナ ム グ リ

トゲ ハ ナ ム グ リ

カ ラ フ トハ ナ ム グ リ

ム ラ サ キ ツ ヤ ハ ナ ム グ リ （新稱）

’

　　（179Q ＞

　　（1817＞

　　（1833＞
’
　　

「
（ユ833＞　

．

　　（18鋤
』

　　（ユ876）

　　 （1S79 ＞
’

　　（1879＞

　　（1879）．

　　（1879 ＞

　　（1SS6＞　・

　　（18S8＞

　　（188S）
匸

　　（1S98＞

　　（lsgs）

　　（1910｝

　　（19ユ0＞

　　（手911）

　、（1giユ），

　　（1913〉，

’

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

i

●．

八 幡英夫 ： 日本匿 」Fh’otaetia 屬 の 種 に 就 い て 77

　 2 ． sa14teri　MOSER 　　 　　 　　 　　 　 コ ン イ ロ ハ ナ み グ リ　　 　 ・‘
　　 （1915 ）

「 21． ”吻冰 oε7L躪 N ！　mMA ．et　KINosHrTA 　 ミ ヤ コ ハ ナ ム グ リ　　　　　　　　 （1923）

　22．．elegc　ns 　KOtvr．EVANr 　　　　　　　ナ カ バ ヤ ウ ツ ヤ ハ ナ みグ リ・
　，　 ．（193p）

　以上 の 申 sヱ冫θ副   儡 は 1923 年 ， 新島 ，、木 下兩氏が ミ ド リハ ナ

「
ム グ リな る和名 を與へ て發表

し て 以 來 ， 屡 よ各地 の 採集記 鋒に現れ て ゐ る が ， 新島 ， 木 下兩氏ρ取 扱は れ た標 本 犂始め と し

て そ の 後叢表 され た もの は ， 何れ も oo
’imtalisの 緑色型 を誤認 した もの で ， 頬島 ， 木下兩氏の

踟 翩 伽 の 記載及鬪版 （北大演脅林報告） は明旅 ・ri・nt・li・　 e 示 すに外な らな6
． 眞 の

．Sl）eculife；−ff は Kaschmiya ，
、Himalaya

，
（掴 n 乱 に産する が 本邦 に は産せす ， 此 の 事 は ISB7 年

LmVls3）

氏が 既に指摘 して ゐ る通 りで ある．帥ち同氏は
’
qetonia　CO》函 漁 褞 THoMsoN の 項 に

於て 家 の 如 く記 して居 る 。

　　
‘‘1． Cetonirz　cosOfttsinlsctncp　THOMs ・

　　σ・繍 呵 画 脚 珊
，
TH 瞞 Typf　C ・t・・ididi・m ，　P。28 （1878）

−

　　The　P夛gidium　in 七he　male 　is・reflexed 乳t　the　apex 　and 　very 　 convex ・ and 　regembles

　乱 boss　in　form ； but　 the　 female　 is　 only 　transverBely 　impressed
，
　somewhat 　ullevehtly

　on 　 both　fiides．・In　 colgur 　this　 species 　 varies 　 fro皿 adeep 　crimsoti 　to　bronze　and 　green ，

and 　is　very 　oo】  10n 　in　S．　Japan，
　but　1 （lid　not 　 find　it　in　Yezo ．

　　1　belicve書1協 a 噸 b吻 島ピθ射
’
ex
’
ao ｝uples　have　been　enistnticen ．　fo7’　C．　sp幽 ‘功 γα

， 働 α呶 叨 岬 ｝ 褊

　bee，1　hitheo’tn　o吻 ノo襯 濯in　China αndi　the　Philippisie　Jslα n ‘Ss・”

　上 丈 よ り明か な如 く，
LESVIS 氏の conjltSitCS［tma の 特徴は全 く Orieviimlis に L 致 し，．また

SCHELYKHN　G 氏 は本種を aerata （＝ 　ot・ientalh’）の 亞櫨 と して 探用 して ゐ る點か ら推 して も此 の

事實 は明 か で あ る e

’
徇 ARROw 氏 の 日本産金龜子蟲 の 目録 （1913）に は ，

・
卿 8傀 1卿 “ は獨か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軋

れ て ゐ る。

　　　　　　　　　　 ，　　 IV ． 内地産の 6 種に就い て

　實用的見地 か らみ て ， 内地 産の 諸種は ， 他の 地域の 夫れ とは別個に取捷 つた方が 便宜と思 は

れ る の で ， 本報に於 て は内地 産 6 種 に 關す る報告 に留 め ， 全體 の 檢索表 及殘餘Q種 の 報告 は

次報に譲 りた い と思ふ 。

　内地 に 産す る もの は次 の 6 種で あ る。

　　　1・ b・eevitai ・
sis　L ・・v・s 　 　 　 ・　 、

12
・ i・ ・perant　LEsv・s

　　　3．　orientalis　GORY 　e亀 PERCHE40 ）　　　　　　　　 4．　 len2i　HARom

　
、
　

．
5． catccpho

’
ctcta　AkRow 　　　　　　　　　　　　　6 ゲ miyaleoensis 　Nm ；MA 　 et　KnqosHrrA

以上 の 内 吻 ・・和・ensis の 標本は遒憾なが ：ら入手出來なか り た ρで ・ 之 を 除軸 の 5 種の 檢

索表 を次 に掲 げる。

　　 1． 體背面 は點刻少 く罕滑な り。……3
，
4

，　　　
．’
：・、　　　　　　 　　　　　　 　 ．

〔2． 儲 面。一灘 點刻 。装 s ．

．＿ ．，
，
．6．、　 ．

3） Ann ．　Mag ．　NaL 　Hist．， （5），　X 工X ，　p。198．（1887）

●　　　　　　　
，．
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昆 蟲 ・鎔
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　　　　　　　コ

濃懿難膿繋灘鸞ll翫躙 、

　　　　　
…’

：：inepevαia　x・EVYIF　 、，　
t

．・・
　　　 −

1’〔1：需雛膿麟 獵 奮塁鷺：轡
Hゆ 　ン『 ・

｝〔：灘鱸瓢鬻篇獄蠶灘臨 船

　　　　 線の 先端突出せ
・9・・。……

・物 ‘・iis
’
d・RY

’
　et　PERCHEk 。N 　 　 ，　 　 ．

　　　　 　　 F

　 　 　 　 　 L　 　
’

　　 t

匡．

　 　 　　 　
’
A 　　

・
　 　 　 　 　 　 h ’

c

　　　　 A．且 iftsperata

’

A ．

　

　

　

ね

　

　

　

磁

・

面
肺

　

　

謝

・
　曜　　　　tt

内地産 P ・・taeti・・M の 雄交尾痣

　 　 C

C．　 P，07・dentceliε

　　　　：D

D ：　P ・catcelワhrα cごα

A 　　　　　　　　 B

　　　　
・
第 2 圃　丙地琵 Protaet｛a 屬 の 左翅鞘上 の 斑紋

P。insperata　　　　　　 B・P・ゐγ翻 α呻

・

ヒ’
：C 　　

’』　　 D

C・P ・erdental ゼs　
』
⊃・．？・cPtaphi ’gu‘α

，
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1．　 ，

’
Protdetia 　Lenei　H ム Rom 串 ヨ ウトアヲハ ナム グ リ

、A戸h・N ・t・　vti・・　B ・em ・n．，・V ，
　P・．128 （Q

’

・t・ain）（1876｝
．

．HE ．yDEN
，　Demtsche　Ept．　Zeitschr．，　XXIII ，

2
，　p．347 （1879）

・
　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
，IEwrs ；A 皿 ．　Mag ，恥 毎．．Hisち．，　XIX ， （52，　p。19S（1887｝

　 ＝

’
PL　hondaua　ARRd 嬲 Ann．

’
Mag ．　Nat．　Hist。

，
　X 工1

， （8），
　p．404 （1913）

■
丶

炉

　　　 i 」Potosite　nitidi8cutellata
・

黄 1・1mA 帥 KINosfirTA
， 北 大 農學 部演習 林研 究 報告 II， 2

，
　pp．174i　234

，

　　　，
Pl・

　V ・
　
i・
　
2
；　Pl・．　YII・、f・18・ （lg23）； 力嘩 ・．囃 目本騒 圖鑑 ，

・8
，

・Pl：
’
12∫　f・　1・ CI  ）1 軸 ， 蘇

　　　
・．色 千觀 細 鑑 ・

Pエ・61
・
f・7

：
（1937）；

．
米 谷 混 蟲界 ・

』VI・
　47・ P・14・ （1938唐 丙， 騨 昆雛 融忍

　　　　 1
， p．33，　PL　3i（1938）｝ 同誌 ，

　V
，
　3

，
　p．19

， （1939）　　　　　　
・
　　　　　　

．鹽’
　　　　　

”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　添 醜 從來 や嘛 脚 磁 ・1・露呻．蜘 ・

鱒
K 珊 ・s・ t

’
・・べ と し諏 即 纏 來たが 澱 近今

　　醋 之氏
鯛

数 依 眦 φ弊 が 1，・．
Pr・映 ゐ・，・蜘 ．蜘 ・w （・啣 ．の SY・・nyln で あ り ・ 且

　　h・・d・ha　dy　Pr・・蜘 Z・，・・‘H 脚 L・ （・876）
”
．碓 幽 し唄 卜

．
られ 衆

．
　S・ri。・y・・ で あ る事が

醫ζ鞭灘諾蒲 驤讐鞘離
が 公にせ ら

解 群 記

騨
醗 事

　　1
“ Th，・ ・bゆ ・n

．
i・ ’this．spe・i・・ is　rai ・・d　lむ・gibゆ ・ily　i血

．
the　cent ・e ，　a ・d　 is

．
th・ ・

　　　 devided　in缶6　tw・ equall
’
partS； the　pygidium　is　the　same 　as　l　n 　brevitttrsis　ancl 　i」bsveiLatce ．

　　　 Iobbnined 　six　 specimens 　in　June　at 　 Kioto，，，

　　宜EYD 】em 氏 は次 の 知ぐ述べ て ゐる 。　　．　　
’
　　

”

　　　　
’
“

　Ein　mit 　・1・y　Begeht・ibu・g　b・I　H ・R ・M （Adh ．　B ・emen ．
，　IS76，

・P．ユ2S）・・Ilk・mm ，n

　　　 廿bereinsti  endeg ♀，
w 。her　 aueh 　das　einzige 　seibher 　beka皿 te，　von 　Len2 　 gelundene ．．

　　　　♀ st ．tmmt ．　
’臼’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
『
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ロ
　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　
「
分布　北瀕 苴 （？）・本州・四國 ・ 九州 （潭子島
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 胴　卩　　．　尸

） 、

．
・
　 　

”

　　3・ Protqetia　．orientdlis ．GORY　et　・PERet｛ERro ）・T シ ロ テ ン ’、ナ ム グ リ （改 稱）

　　　 耳o 】1・Ce も・
，　PP・57 ，

193P 七・34
，

£・6 （1833）（C¢tonin ）； BLANσHARD ，　Cat．　CoL　Paris，　P．5 （1850）

　　　　＝　eonfusittsana
，
　 LEwlSJ　 Annt 瓢ag ．　 Nat．　 Hist．， （5），

　 XIX ，
　p．198 （1887）（（）etonia ）；ARuow ，

　　　　 Fa ・ n ・ ・f　B ・iもlndi・；1・P・手43 （1910）I　A … Magl ・N ・th・Hi・t．

’
（8）， 耳II，　PP・396

，
　4  6 （191・3）

　　   曲 … 鱸 ・
，
Bti・・fi・・stt… H ・ndti ・Eht ・

，　P・472 ．（
1842）；

艦
S・H ・YK・…

，
・C ・1・・C ・・t・・LXII

，
・P ・

　　　　 259　（1921）　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　 ・
　　　　　　

・
　　

L ．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　ー・c・・r・・ta

，　E… Hs ・ N
，　e“tya・A．6ta　Halle，　XVI ，　S叩 ゴL　P，240 ， （13鋤 （伽 ・ia）

　　　　
− P ・t・ gi・　t・efiata，．

° − ir。I　B ・・11・49・・　E ・p・S七… G ・v・− Gb ・ ・Gh。・e… 2
・ P・18・ （1吻

　　
・
、
・
rゆぎevitarsish （nec ・工Ewrg ）， 訟村∴日本千 蟲 圖解 第豈，　P−85i　PI・47 ，

・f・　11
， （190  1 松村 ， 目本昆蟲大

　　　，週 鐸 ，

’
P
：
315・、Pl・ 1984 （1931）；．1脚 【・ 日本 の 甲鋤 P ・87・ pl・

「
IQ・ 坦 3 （1930）；紳谷 ・ 安掌 ・

・
甲 蟲圖

　　　　 譜 ，
Pl・52

，
　f・1 （1933）；加藤， 原色 日本昆蟲圖鑑 ，

　PL　16，
　f，8， 9， （1開3）1 年 山， 原色千種昆蟲圖譜，

　　　　pl・63・
　f．　4・ （・9呂3λ・．醐 ， 麟 嫐 欄 李儲 ・エ・M ・1。1。・thid ・e ，

’
　pl．　S8・　P】・22・f・・ 46 （・937）

　　　 恥 ω 鎚 僻 α碣
：Nml きエA 　et　KINosH「T4

， 北 大 演脅林研究報告 ，
11

，
2

，

”
p．172

，
　PL　V．　f，20 （1923）

　　　
・

FLi ・

’
・・la・・p ・culif ・r・ （・・c 　SNvAft1・Z ）噺 島 木下 ， 北 大 囎 林研 究鮪 ・ n ， 2，・P・169，　PL　V ．　f・6，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　 N

　　　　　（ユ923）；加藤 ， 原 色 日本昆蟲圖鑑 ， PL　12，　f。2
，
　Pl．

『
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，

・f：　10，　’（19S3）： 昆 蟲 界 ，
　 VIIJ

，
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P叫 5 （’g49）

、
一 ．．

．
． ・・

．　 ，
ttt ・
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　 ・

　　　　翫謂 シ ロ テ ン ハ ナ グ リには從來 PotesiCt・αεr蜘 ERICH 舶冨 な る學 名が與外 られ たが ，
　ARROW
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氏峠之 を ProtactiCt　 O 」
’ientali・s の シ ノ 昌 ム とした e 而 して 從來 o吻 晦 伽 に對 して は コ ウ ノ ハ

ナ ム グ リ なる和名が 與 へ られ て 居る 。 然 しなが ら和名と して は コ ウ ノ ハ ナ ム グ リよ D も ジロ

テ ン ハ ナ ム グ リの 方が 愛當で あ る と考へ たの で
， 此 の 際改稱す る事 にする。

　本種 は磴 の 色澤 の 變化が 極 め て 著 しい が ， 概ね銅褐 ， 鋼祿 ， 銅紫色の 3 系統に分 ち得る。し

か し之等 腰 に飴 して 複勲 絶 彩を現す。齦 も變化 に齢 ， 大 なるは 25　mm ．以上 ， ．小

なる は 20　pmi．以 下 で ，

’
體は一般に肥厚 して

， 長形で あ る。

　　頭 部 獄 で 淺 い 飄 鮪 レ 長形 e 臨 は側縁 よ
’
bmarc か け て 上反寺・黼 沖 央は

明 か に 凹入 して 2 片歌 を呈す 。

　　前附 中央部 はff鮃 滑で ・ 側縁に 向ひ次第に彫 の 粗 且つ 深 い 點刻を裝 ひ ，
「へ

」字欣 ・

乃至 棒猷 の 點刻 とな り， 側縁に至 つ て 互に 癒着す る 。 側方は鈍角 を な し ， 前方に 至 り急に狹 ま

る。後縁角は適度に突出 し ， 中央部 は稜妝板 に依 つ て 切除 さ れ る 。 稜状板 に近 く 2 衢の 窪み

ある 白斑 の 外 ， 數箇の 白點 を有す る 。

　　稜聽板 長 三角形 に して
， 前縁部 に 極 め で微細な點刻群を認 め う る 外 ， 全 く罕滑で ある。

　　翅 鞘 會合線に近 く，2，
3 列 の 圓形 の 小點刻 の ある外は，概ね孚翻乃至 「へ 」字歌點刻 に

　　　　9・　　 ♀　 離纓漁濃難驫纛貘碧
　　 　　　　　 　　無數の 白斑 を有す る が ， 點 の 位 置は 極 め て 變

　　 　　　　　 　　化が 多 い
。 會 合糠の 先端は突程著 しか ら免

　　 　　　　　 　　　　尾節糎 　横皺歌の 點刻 に て 装はれ そ の 上

　　 　　　　　 　　に小數の 白斑 を有す る。斟 に突 禺し，背面 よ

　　 　　　　　 　　り見れ ぱ翅端 よ め突 出 して ゐる。周繖 には黄

　　 　　　　　 　　掲毛 を有す る 。

　　 　　　　　 　　　． 瞹 下 　背面 と 同色 胸節 ，腿節 ， 脛節に は
』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄禍毛 を有す る 。申胸突起は横 に扁李な廣楕
　　　　 第 3 岡 P．ω

L
伽 鹹 3 尾節板 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圓形 を呈す る e 前脛節には 3 齒 を有す る も，雄

の それ は最上 齒が 小型で ある か ， 叉 は全 く之 を缺 く。雄 の 後 蹤節は雌 の それ よ りも明か に長 い
。

　　性 籥　雄 ： 先端に近 く著 し く圓 く隆起 す。

　　　　　 雌 ： 兩側壓凹せ られ ，申央縦に光澤ある隆起 をなす。

　　體 畏 17／9mm ．〜27／14・mm ．（f の 右側 は 體幅、 左俶 埴 馳 示す。以 下之藤 ず）

　　産 地　青森（高野 山）， 秋 田 ， 盛岡 ， 山形 （新庄），宮城（女川），東京 ， 大 阪， 紳戸， 鹿兒島， 長野
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

（洗馬）， 香川 （多度津）， 高知 ， 済洲島〔岡本博士⊃，八 丈島〔加藤氏〕，輻岡（英彦山 ， 若杉 山），饗馬。

　　分 布　本州 量四 國，九州 ， 臺灣 ， 朝鮮 。

’t’

　本種 は色彩に變異が 多 V・が ， 銅紫色型は關東以北には 極 め て稀 に して
， 關西 ， 四國に 多 く， 地

域 的に ， 體色 の 變化 に差異 の 認め られ る の は面白い 現象 と思ふ 。高松 市の 坂 冂清一氏 よ り贈 ら

れ た該地 産の 各色 型別頭數は衣 の 如 くで あ る。

鶲鬟器 ：：：：，嬲 槻 1 鶲鷯鑑：：：：：：躑 瀦
’

｝・噸 風 ・8・
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八 幡英 夫 ； 日本産 P繊 臨 屬 の 種Fこ就 い て 　 ，
8正

　　 京大所藏 の 故 J．E ．　A ．　LmViS　．K の 標本 中に は；．　ARRow 氏 の 同定 に な る or
’ientalisの 標本が

、 敬頭あ り，

・そ の 中頭楯が 2 片歌 を呈 せ ざる種 に
“ Compare 　clypeus 　

”

な・
る ラ ベ ル を附Lして區

　 別 し て あ る が ， 之 は 氏が 元來頭楯の 形朕に 重 點を置きす ぎる結果で く同 氏 の 東 洋の P ，
’
otaetia

　 屬 の 檢索表は先づ ，頭楯の 2 片歌犂呈す る もの と而 らざる もの と に二 大 別 して ゐ る），何等別

　 租 と して 別つ べ き特徴で は な く， 單に個體變異 にす ぎない と考 へ られ る 。

・

　　　　　　　 　
　 3． Protaetiα brevitarsis　L 胛 ：s　シラホ シハ ナム グ リ　　　　　　

’．’

　　 Ann ．　Mag ．　Nat．　Hist．，（5），工V ，
『
p．463　（1879）　（aetonies）； LEwls

，　Ann ．　R【ag ．　Nat ．．Hi日t．， （5），

　　　 X 工耳， p．198 （1887）（Oetonia）；KnAATz ，　Deutsch　Ent．　Zeit8chr．，
．XXV 工1，　S．10 （IB83）；

　　　
・FATe）rr　Rer．　d，Ent，，　p．320（1887）｝ ARRow ，　Ann ．　Mag ．） at ．　Hist．

’
（8），　 XII ，　pp ．396

，
406

　　　 （19エ3）；ScH
’
ENKLING

，
　CoL　Cat．　LXII ，　P ．221，（1921）；OKA “roTo ，　BulL　Agr．　Eut．・Sta・Gor．−

　　　 Gen．　Chesen ，
1

，
2

，
　P．179 （1924）1 加 藤 ， 原色 日本 昆 蟲圖鐙 ，

8
，
？1・16

，
　fL　7

， （1933）

　　 本種 は久 しい 聞 ， ．P ．6rientcetisと混 同せ られ て ゐた。新島 ， 木 下 繭氏が Liocoin　bt’evikxrsis な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　 る學名 の 下 に北大演習林報告 中に述 べ た種 は記載及交尾器 よ り見れ ば ， 明 か に眞の b蜘 5餅 廓

　 で はな・く， 爾氏の 述べ て ゐ る の は
’
6卿 p1醐 伽 と 02伽 オ繭 書 を含ん だ もの を指 して 居 られ ， 圖

　 版の 交尾器は明 か に 翩   伽 α伽 の もの で あ る．兩氏は又 ，
var ．踟 伽 繍 KOL 嬲 テ ウ セ ン シ ラ

　 ホ シ ハ ナ ム a
’
　IJ の 項 に F‘ 雄難 器 ノ形 モ 基極 ・ り著 シ ク細 キ モ 其構造相似ル ヲ以テ 産地 昌 由

　 ル 變化 ト見倣 ス ベ キ カ
”

と逹ぺ られ て あるが ， 之は兩氏の 逑 ぺ られて ゐる基龝 たる brevitα ft3is
・

　炉 翩 α」痂 α伽 を指 して ゐる結果に 外な ・らず （第 1 圓か ら明 瞭の 様 に眞の 酔 θ曜α r晦 の 交尾

　器は，・晦 廨 嘸 媛 れに壬ヒし著 し く細 い ）淇 の brebitavsisの 交尾器 は内地 の もの も輙 鯆

　 洲 の もの も全 く同一で ある 。 民 　 　 　 　 　 　 　 　
・ 『

　
’
　 　 　 　

．

　　 叉 本種 に は ， 支那滿洲産の もの に ，主 と して KRAkTZ 灰 に依 つ て 與 へ
・
られ た多 くの 變種が

　 あるが ，之等 は，何 れ も内地 に は産 しな い 。内地 に産す る も の は 原種 の み で ある。内地 よ りの

　 録 され た v 眦 ”漁 傭 K ・
R ，sATz ア

．
ヲ シ ラ ホ シ ハ ナ ム グ リ及 var ．　crasses　HARorD コ シ ラ ホ シ ノ、

　 ナ ム グ サの 記 録は ，何れ も誤 りで ある。．また朝鮮産 鴨 r．seulensis 　KOLBE テ ウ セ ン シ ラ 杢セ
ハ

　 ナ ム グ リは恐 ら く var ．　crα 躑 HAROLD の シ えニム で あ らう。

　　
．
継 は ・・鰰 ・邸 比 して 一届方形va近 馬 色物 饌 は少 く

ノ
黔 同警 紫色光 澤 鮪 する

’

　 か
， 或は黒紫色を呈す る、

　　　 顛 部 ρ吻 物 傭 よ りもr 暦↑激細 なる點刻 を密布 し， 中央部 は稍隆起す。頭楯 の 前縁輕 く

　 上反す る も中央は彎入す る事な・し。　　
一
　 ，　　　　　　　 ・　　　　　　

←

　　　 前胸背 側縁部はゆるやか なる弧を描 き，
一樣 に縁取 らる 。 ，前繰の 中央 は隆起 し癖歌 を呈

　
”S 。

，中央部 は zF
滑 ， 他 は大型 の 圓形點刻 を裝ぴ

，側謙部 の 點刻は 棒1伏を 呈 す る 。 黄白色の 比較

　　的嬲 な窪み あ る購 の 白斑 を有ナる 。　 　 　 　 ・

X　　 融 板 ・長 3 角形 ， 先端尖 らす ， 前縁に 極 め て 微細な點刻 を有す る外i 全 く點刻 を昧く。

　　　 翅 鞘 齢 板 の 附近に は大形 の 點刻 を 極 め て 粗 く不規則 に裝ふ ・會合縁啝 側縁部 は ・・

孀 縦 除い て 騾 脇 く，糧 ，凹陥櫛 は騨 形の 飄 掘 曦 ふ ・縦隆線明臨 凹陥部

　　は o，葡獅 伽 よ りも明瞭な り
’
。 側縁部の 點刻 は網 目妝を呈す るi會合線に近 く2 對，側縁 に近 く

　　1 對の pmrk乃至 rへ 」 字歌 の 白斑を漏 部 ， 翅端に若干 の 白斑乃至白斑群 を認 め得る ．會合線

　 ，¢）先端は著 し く突掛す る 。　　　　　　　　　　　 ．　　　　 ．
1

　 ＆　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 奮

＿ ＿＿  　　 L
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臼

尾節板 略垂直に 下向 し， 背面 よ りみれ ば翅端下に隱 る。網 同歌黜刻 を密布 L，通常 2 條
の 白斑 列を明か に認 め得 ， 短 剛毛 を裝ふ 。

體 下 背面 と同色 ， 腹節の 白斑 は 明瞭 ， 脚は orielbtnttis及そ の 他 の もの よ り短 く肥 厚す 。

後 脛節 は僅か に 内側に彎曲し 2 箇の 端棘 は頑健 。

煙 犠 雄 ： 稍幅廣 き深 い 腹溝 を有す 。　　　　　　　　　　　 ・

　　　　雌 ： 腹溝を畉 く。
．
饐 長 20／10mm ．〜 2S／14   ．

産 地 rlag”・aki ・　K ・rea
・　Ki・t・ 〔L ・W ・s　Ek〕一濟洲 島〔岡夲博士〕，長野（洗馬），山形 噺

　庄 ）， 軍京 ， 大陬（妙早， 待象），屮梨 （天 目ltf）， 香川 （多度津）， 宮城 （斬村），大分 （阻母山），北

　海道 （夕張 ？）．　 1　 ，　 ，　　　　 ， ：，　　　　　　　　　　　　 ・

　　
「

分 布　北漏 草（？）， 本州， 四閣， 九州 ：朝鮮 　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　本種 は orientalis に 酷似す るが 1 次 の 諸點 に依 り區別 し得 る．

　　　・・ 囃 の醂 輕 く上 財 る力糟 入 ←・ ∫r樋 皇す 碍 なL。 9・．體 は概魴 磁 呈

　　　す る
。 亭． 背面 の 斑 紋は棒瓶 「へ 」 字撒乃至集點撒。 4． 會合線先端の 著 しく突出す る

　　　e
．と。　5

’
．前脚背前縁中来隆起 して 瘤状を 呈す る e 　6． 尾節板は垂 直に 下 向し， 上面 よ

　　　Pみ て 翅端 に隱縄 ・
7・
輝 色 zare紫色ノう螺 銅色な る乳 s

，
・・黼 の 點 刻 は よ 嫋 く，

　　　小型 に し て 疎な る 事 。、
．
9． 附節は短 く肥厚 して ゐる事 。

10．雄は腹溝を有する事。・　　
’

° 4・ P ・・t・吻 ・吻 凾 脚 ‘α 蝋 。w 厶 ラサキツ ヤハ ナ ム 〃 （新稱）

　　 Ahh ．　Mag ．　）
Tat ．　Hist ．

騨　（8｝，　IX ，　pp・　405，　407　（1913）

　　
」 伽 蜘 ・ubma ・m ・r・a （nec ・B ・ R ・srE ・・TER ），・WAicERII・ u ・E

，
・T ・an ・．　E ・t．　S・c．・L ・・ユd

．
　p．　114 （i875）；

　　　LEsvlSl　Ann ，　Mag ，　Nat．，　His も＿　XIX ，　（5），
　p．：198　（1887）．・　　　　　　　　1

　　
＝
　LiCgola　brevitUrsds， （11『

c　LEw エs） 新島 ， 木 下 ， 北 大薄習 林研 究 報告 ，　IT
，
2

，　p．1肺，　PL　VII，　f．14

　　　（1923）噺 島 日本 昆 蟲 囲鸛 P・50タ・
£ 981 （エ932）； 加藤混 蟲界 ・

V
・
43

・ P・22 （1937）．

　　
一 動 ・・t・　・P・・ 鱇 ・分類 原鯛 本賜 雕 ・ ．8・

PH6
， ロ 2 （・9鋤 　 　、、

　 　 　 　 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　
層

　　llVATERHOVSE （1875）及 LESVIs．（18S7）兩氏が Oetonin　 s・t｛bmesedvnoi’
ecs と 同定 し た もの は 明

　か に同種では なか つ た 。 REmn 氏 は LmViS 氏 の 同定 した submarmoo
’
e‘a は Petosia　 aerata

ER ・CHS ・N の 誤 りな りと した が
，
之は 明 か va　R ・mh・・ 氏 の 誤謬で

，
之 za・LEW 、S氏が 爵 ，、、。。，。 。，，。

　を記載す る に 際 し
“
　The　male 　ef　this　species 　h麺跏 abd もmiu 副 groove

”
と記 して を り，

・所

　謂 動 lo晦 α6f伽 （　・ 　oriθntalis）は abdominal 　groove　
l

を鴃）、 て ゐるか ら， 此の 誤は事實に徴

　 して 明瞭で あ る。 BUBMIerSTilR（1842）、氏 の 發表 した眞の Sttbfnczf’ptoo’ece は歐洲 の 一r・laro ）zottcttca　
’

　FBR ．に似た形態を有 し，

・S  EKL 取 G 氏 に依 り Potosicaα eo
’
ata の 異常型 と され從つ て P：引

　oriepUtlis と見 て葦支入 な い もの で ある。　
t
　

4
　　　

’
　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　ARROw 氏は ，　WA 　rERHqVSE 氏及 LEwrs 氏 の 誤認 した ε〜‘bm   Lor θ¢ に黝 し， 斬 に 雌 吻 伽 乱晦

　 なる學名 を與 へ て發表 して ゐ る。

　　本Ptzaee細長 く背 面下 面鰯 い光澤あ る黒鮪 を呈 レ，色 彩に は變勲 な い 。體型は ・，
・i・，・一

・
　tCilisに酷 以す る6

一
　

囁
　　　　　　　

』
　 ：

』
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　頭 蔀 長方形 に して
， 圓形大型の 點刻を粗布す る．頭楯の 前縁は輕 く上反 し ，

2 片玳 を

　呈せ
一
免 眼は無色 大 型 に して突出す る。　　　　　　　　　　

”
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亀

s：　
．
　　

．
　　　　　　 八 幡英夫 ：　日本産 ProtaetiCt屬の 種 に 就い て 　　

’
　　　　　　　 83　　 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぢ　
　　1前胸背 形歌 ，orie九tcctisに酷似 し， 側縁は角度 をな して 響曲す1 中央に疎 に側縁に大塑の ．　　

’

　密なる點刻 を有す る 。 側縁の 棒牀點刻は他種 よ りも幾 分少 く， 他 に鮮 明な らぎる も若干め小白　　
’

　斑 を有す る。　　　 　　 ．　　 ・　 　 ．　　 ・　
』
　

’
　 　　　　 ・　　 ．．…

、　 稜瓶糎 長 3 角形 に して 先端尖 らす ， 點刻 と全 く缺 き挙椴 　　
’
　　 y ∴

冖 e

　　　翅 鞘 點刻 は少 く，殊 に稜」｛kfJft附近は極 め て 疎に して 丹蚤い 光澤 を現す。
』’
稜状板 附近 に

　は小 圓點刻 を極 めて 疎 に装ふが ， 凹陷部 ， 側縁部共他はすべ て 馬蹄形の 點刻 を有す 凱 側編

，

’の 點 刻は他種の 如 ζ密着せ す，比 較的分離 して 顯著。會合線附近 に
『2 對 側縁部 に 1 黝 の 細

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ

い 捧状白斑 ，他 に若干 の 小 白斑 を有する 。翅鞘の 側縁は翅端 に近 く急 に狹 まるど
「”

　
幽
　 E

　　尾節穣　横皺欺點刻 を有 し， 稍斜 に突 旧 ， 背面 よ りみ て 翅端外 に突出す る。
’
3 角形を呈 せ

す ， 頂角 は圓味 を帶び て 牛 酬 1こを呈 ナ。雌 ， 雄共著 しく膨起する事 液し。

’

　　
「
．　　

：
一

　　體 下 背面 胴 色 vaしセ 弧 い 光 澤あ り， 腹節に 白醜 缺 く・胸節及脛節に 噸 齢 を認

め得．雄 の 腹溝 は深 く細長 V．．　 　 　 　 　 　 　 　 　 「．．，　 ．．

　　性 徴 雄 ・ 騰 輔 す ．　 　 ．　
’

．　
’
・

’ ” ←

，　 　 雌 麟 を缺 く・黝 板 の 先端 ρ雨側驪 縮ぜ られ郊 が 如 く凹む fl
’
・

　　ee 長 22／11・mm ・A ・26／13　mrp ・「　 ．　
．

　 　 　 　 　 　 　 　
・，

』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　産 地 N ・J・・PAN
，
　 Nikk ・

・ U μ
n・ai

，下蝋 U8vi
ア

鵬 〔ARR ・w 〕， 岩手締悶）・ 吽1澱噺 t
庄 ， 米澤 ）， 東 京 （九 段 ， 玉 川 ）， 長野（洗馬），大阪（箕面，妙見，久安寺川 ）， 鳥取 （大 山），

−
札幌（風

山公園 4．VI ．1940， ♀ 1）， 高松 （10．　VII．1940， ♀ 1）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　　分 布
唱

本州 ，

「
四 國（未記録 ）， 北瀕 苴

．
（未記鋒）　　　　

”
　　

』’

　　
．胴

　本種 は 外親 oricntali
’
s に酉告似す るが ， 次 の 諸 點に侯 り直別 し得る 。

　　・・ 體は上 ・
下雌 も・

’
・SN　v ，ma あ 礁 紫色 を呈言る・ 幺 鯛 ρ點刻及聯輯 本興 於

　　て よ 砂 く溺 蛭 融 轗 螺 嶺 rと・（稜糟 附興 は琳 舛 ） 3・ 齢 鞭 に

　　して
， 翅鞘の 側縁は翅端に迸 く， 急に狹 まる。 4， 頭櫃o 前繊は 2 片撒を呈せ す。5．醤

　　の 下面 も光灘強 く腹節の 自斑は極 め て 細 い か或は全 く之 を缺 く事。 6．尾 節板 は屶端尖
｝

　　らす ， 牟 鬩形を呈す る。 7． 雄 は腹溝 を有す る。 、　　　
・

5．　Protaetia 　insPerata　LEWIs 　厶 ラサキオホ ハ ナ 厶 グ リ　　，．

舳 ・・ M ・g・N ・lt・・Hist． （5）・ エv ，
・）・・463 （ユs79），

　L
耳

“
’
Js，　Ann．］lag．　Nat．］日［ist．，（5），　XIX ，　p．198（1887）；REI’rTErl ，　Best．− Tap ．（38｝，　p．47 （1898）；

　　ARRow
，
　A 皿 皿 ．　Mag ．　Nat，　Hist．， （8）ゼ XIIr・p．

’
　S96

，
406

， （1913）；MATsu ハ1uRAI 　 Journ．CoL　Agr 」

「

　　Tgh ・k ・ ・エmp ・U ・ i・・
、　S・pP ・ r・，　lv ，　P・u9 （lb11）；

・ee山 漉 野 ，．嫐 學鱗 XXxlx ，
　459

，
　p・

　　38
， （1927）｝新島，．木下 ，

．北大 演脅林研 突報告 ， It，
2

，
　P ．・・1鑢 ，

　PL　V 」t5 （1923）｝江崎；安松，原色

　　
層
日本 昆 蟲圓 設 ， PL　144ジf

：
56髦2 （1939）

、本種は鶻 の 點刻極め て 少 く，且翅鞘q 白斑は極 めて 細 く1 張 V・光澤を有する點 を以 鴪 一見

容易に他 種 と區別 し得 る 。 銅褐色 ， 青銅色 ， 紫銅色を呈す る 。

　　頭 蔀 長形 ， 圓形 の 點刻 を中央部に疎に周縁に密に有する 。 頭楯の 前縁は輕 く上反 する

も， 側緻 の 隆起は極 め て 微弱 ， 前線の 申央は彎入ぜ ず。

　　前胸背　側縁の 略中央は稍角度 をなす。形賦は b撒 跏 γ廊 に似る e 側糘部の 點刻は大 型に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

」
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

して 圓形或 は棒櫃 ， 菓合 して 網目牀を呈 し1中央殆 ど李滑 に して 光 澤 を帶ぶ。側縁は略中央迄

緻 取 られ ｝ 前孚 消失す。4 箇の 白斑 は明かで はな い が ， 窪み ある もの あ り，或は全 く之 を缺 く。

　　稜撒糎 　長 3 角形 ， 先端は尖 らす。夲滑に して 點刻 を缺 き ， 強 い 光澤 を有す る。

　　翅 鞘　點刻 は極 め て 少 く亭滑 に して ，強 い 光澤あ り。稜撒板附近 は點刻を全 く缺 く。凹

陥部 ， 側縁部に馬蹄形 の 點 刻 を認 め うる外 ， 點 刻は少 く又極 め て 淺 く弱 し。側縁の點刻 も他種

の 如 く強 く密着す る事 なく， 極 め て 弱 く疎に 散 在 す る
。 翅鞘 の 後縁 の 外角に近 く網酬 kの 點

刻 あ り。白斑 は極 め て 細 く， 棒欣 乃至細點状 を呈す る。．

　　尾節瓶　微細 な網 目撒點刻 を有 し， 牛 圓形 に して
， 背面 よ り見れ ば ， 翅鞘端に隱れ る。小 白

斑 を散 在す る e

　　體 下　背面 と同色 か ， 或は多少紫色 を呈する。 脚 も同儲 腹篩 の 兩側に は 白斑 を缺 く。

胸節，脛 篩 に は黄褐 毛を有す る が 脛節の 夫れ は往 々 脱落 し易い 。
‘
雄 の 腹溝 は淺 く， 時 に點爿丿こを

呈す る
・
の み の 事 あ りe

　　性 徴 雄 二 淺 く幅廣 き腹溝 を有する。　　　　　　　　　　　　、

　　　　　雌 ・ 麟 轍 き湿 節齣 輝
の 醐 ・¢ 鯑 諌 た る 瀕 ・く勘 … 　

’

　　體 長 20／11mm ．〜23／12、5　mn1 二　
’

　　産 ・地 　琴eg9 ・Vries　IBImld，　 Chiuzenji
，　Nikko ，　 XS「ada −Toge 〔Lmvis 氏〕，

　Szchalip 〔松

村氏）．， 北海道 （暦黙 ， 夕張 ，
ik＄山溪）， 樺太 （豐原，突祗 卜［D ， 長野（岩魚留）， 鳥取 （大 山）。 、

　　分 布　樺太 ， 北海道 ， 本州 ， 九州。
n

．本種 は稍北地 系 の 昆蟲で あ る。背面 の 點刻は少 く，．白斑 は細 く，側縁の 點刻 の 弱 くか つ 結合

し て ゐ な い 事 ， 等 一見判然 した 特徴 を持つ て ゐ るか ら他麺 との 識別は容易 で ある ； 薪島，木下

兩氏 は本稱   後脛節に毛 列 ≧缺 く事 を以 つ て 鍾の特徴と したが ， 之は誤 で あつ て
， 筆者は毛 列

締 す る個體 も多鱒 し得 7・1．但 し他種 に上ヒし藤 し易幅 は鞭 で あ る． 糲 は一見歐洲

の marvhorata 　FBR ．に 酷似 して ゐ るが
， 後者は 白斑が よ り　eas 密で ある。 徇樺太産の 本種は

緑色型が多 く， 北海道 ， 本州産 の もの に は銅褐色型が 多 い 。

　　　　　　　　　　　　　6．Protα etia 　migako 壱resis　ATIIJI）［A　et　KIROSHITA

　 　 　 　　 　 　ミヤ コ ハ ナ ム グ リ

　　 　　　　北 大 演 習林研 究報告，n ，
2

，
　pp ．170

，
233

，
　PL 　II

，
　f．6

，
　Pl．　V

，
　f．14

，

　　 　　　　 PL　VII
，
　f・17；・（Liocola）

第 4 岡　P・miyakOerzsdS の 雄
　交尾器 （新島・木下氏原岡）．

　筆者は殘念 なが ら， 新島・木下兩氏の 記載に當嵌 る標本を檢 し

得なか つ た 。 甲瞬氏原色 甲蟲圖譜 PL 　24
，
　f、2 に圏示 されて ゐ

る もの tS　 P ・．　ltitvisi　JANs・N の ・1型 種ttあ る 。力藤 氏 の 鬪譜 源

色昆蟲圖鑑 VIIr
，
　PL　22

，
　1．　12）trc　Hlて ゐ る もの は 未だ檢して

ゐな い の で 確言 出來な い
。

，
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